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　　（ＡＭＤＡ活動表）

ＡＭＤＡ設立

ＡＭＤＡ国際医療情報センター（東京）
設立
イラン・クルド難民救援
ビナツポ火山噴火被災民支援
バングラデシュ・ミャンマー難民救援

エチオピア・チグレ州難民救援
カンボジア本国帰還難民救援

１９９ワ年（平成９年）１月１日（水曜日）

月
月

84年8
91年４

●

ｌ

●

92年３月

　　７月
93年１月93年１月　ソマリア難民救援

　　12月　ＡＭＤＡ国際医療情報センター関西設立
94年２月　スマトラ島南部地震救援

東京オフィス開設
ルワンダ難民救援
日本緊急救援ＮＧＯグループとして旧ュ
　　ーゴスラビア援助
94おかやま国際貢献ＮＧＯサミット開
　催、ＩＮＮＥＤ設立

ケニア・ナイロビ地域オフィス開設

４月

５月

６月

10月

12月

　
菅
波
茂
代
表
（
五
〇
）
は
一
九
七
九
年
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
際
、
救
援
に
駆
け

付
け
た
が
何
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
創
設
し
た
。
理
想
と
現

実
。
十
二
年
間
の
歩
み
と
、
将
来
へ
の

夢
を
代
表
に
聞
い
た
。

－ ・ ａ

阪神大震災緊急救援

サハリン大震災救援
国連ＮＧＯ（カテゴリーＩ）に認定
菅波代表が第二回国連ブトロス・ガリ賞
受賞

朝鮮民主主義人民共和国緊急救援

月
月
月
月

95年１
L
r
）
（
O
C
y
）

o月　ＡＰＲＯ発足

2月　アジア多国籍医師団設立

１

１

ボスニア難民枝災民救援

中国雲南省大地震緊急救援
レバノン枝災民救援

バングラデシュサイクロン救援
アフリカ多国籍医師団設立

南ア・プレトリア地域事務所開設

96年１月
　　２月
　　４月
　　５月

　　11月
　　12月

Ｓ
Ｉ
Ｉ
１
１
－
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
Ｉ
’
な
ぜ
南
ア
に
共
同
事
務
所
を
開

い
た
の
か

　
「
ア
フ
リ
刀
で
は
貧
困
対
策
、
つ
ま

り
経
済
対
策
が
一
番
大
切
。
今
ア
フ
リ

カ
で
経
済
が
向
上
す
る
可
能
性
が
最
も

高
い
の
が
南
ア
。
南
ア
は
南
部
ア
フ
リ

・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

●

●

●
●

哺「顔の見える

国際貢献を充実
させたい」と話
す菅波代表

の翁

力
の
中
心
と
も
い
え
、
周
辺
諸
国
へ
の

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
ヨ
ハ

ネ
ス
プ
ル
ク
に
は
多
く
の
飛
行
機
路
線

が
あ
り
、
物
資
の
補
給
や
連
絡
、
危
機

管
理
と
い
う
後
方
支
援
体
制
を
と
る
の

に
最
適
と
考
え
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
だ
け
で
は
人
材
、
資
金
両

面
で
限
界
が
あ
る
。
Ｂ
Ｌ
Ｌ
や
労
組
の

方
の
三
者
で
連
携
す
れ
ば
、
今
後
教
育

や
収
益
事
業
な
ど
で
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
で
き
る
」

　
‐
－
Ｉ
な
ぜ
緊
急
医
療
だ
け
で
な
く
。

　
　
　
開
発
援
助
に
活
動
領
域
を
広
げ

　
　
　
る
の
か

　
　
「
日
本
人
が
人
道
援
助
を
す

る
わ
か
り
や
す
い
理
由
は
憲
法

が
平
和
を
志
向
し
て
い
る
と
い

雅ｔ
う
こ
と
。
平
和
と
い
う
の
は
単
に
戦
争

の
な
い
状
態
を
さ
す
の
で
は
な
い
。
世

界
共
通
の
平
和
の
概
念
は
『
今
日
の
家

族
の
生
活
。
明
日
の
家
族
の
希
望
』
だ
。

　
そ
れ
を
阻
害
す
る
の
が
、
戦
争
、
災

害
、
貧
困
の
三
つ
。
貧
困
と
は
健
康
状

態
が
悪
い
こ
と
。
健
康
水
準
の
向
上
に

は
、
単
な
る
技
術
移
転
や
医
療
援
助
で

は
限
界
が
あ
る
。
貧
困
問
題
を
考
え
ず

に
健
康
は
あ
り
え
な
い
。

　
貧
困
と
健
康
を
考
え
る
時
、
健
康
の

た
め
の
施
設
、
食
っ
て
い
く
収
入
を
得

る
こ
と
、
健
康
に
関
す
る
知
識
を
理
解

す
る
た
め
の
教
育
、
は
三
点
セ
ッ
ト
。
収

益
事
業
で
、
資
金
の
回
収
率
が
落
ち
る

最
大
の
原
因
が
災
害
と
病
気
・
死
亡
の

二
つ
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
は
こ
れ
に
簡
易
診
療

所
や
生
協
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
健

康
対
策
に
総
合
的
に
取
り
組
み
た
い
」

　
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
将
来
像
、
今
年
の

抱
負
は

　
　
「
目
指
し
て
い
る
の
は
欧
米
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
よ
う
に
自
己
完
結
型
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｉ
Φ
を
ｓ
－
－
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ

必
要
に
応
じ
て
協
力
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
命
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
地
元
の
こ
と
は
地
元
の
人

た
ち
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
何

も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
す
べ
て
自
前
で
手
を
広
’

げ
る
必
要
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
人
の
中
か
ら
パ
ヽ
‐
・
・
ト
ナ
ー
を
決
め
て

や
る
の
が
一
番
い
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
国
連
認
定
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
な

っ
た
が
、
今
は
医
療
分
野
に
限
定
さ
れ

て
い
る
。
環
境
、
教
育
、
女
性
問
題
、

収
益
事
業
と
い
う
多
種
の
分
野
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
で
き
れ
ば
、
将
来
は
経
済

社
会
理
事
会
の
会
議
で
議
決
権
を
持
つ

カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
ヘ
も
昇
格
で
き
る
。

　
今
年
は
二
月
に
世
界
で
初
め
て
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
参
加
す
る
。
昨
年

で
き
た
ア
フ
リ
カ
多
国
籍
医
師
団
を
充

実
さ
せ
て
、
日
本
の
顔
の
見
え
る
国
際

貢
献
と
し
て
の
緊
急
援
助
活
動
を
強
化

し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
人
材
の
育
成

が
急
務
で
、
大
学
設
立
に
関
す
る
石
井

知
事
の
公
約
に
期
待
し
て
い
る
」

Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
一
一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

¨
¨
¨
¨
¨
゛
儀
精
談
義
誓
鼎
談
岸

　
広
が
り
を
見
せ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
悩
み

の
種
は
、
緊
急
救
援
活
動
の
現
場
で
医

師
な
ど
の
専
門
家
が
実
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
を
整
え
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
調
整
員
）
不
足
。
国
内
に
は
そ
の
人
た

か
乞
養
成
す
る
施
設
、
機
関
が
な
い
。
プ

レ
ト
リ
ア
地
域
事
務
所
長
の
三
浦
恭
子

さ
ん
も
ア
メ
リ
刀
の
大
学
で
学
ん
だ
。

　
こ
の
た
め
語
準
刀
、
交
渉
力
、
知
識
を

兼
ね
儀
表
こ
「
薗
車
賃
献
の
プ
ロ
」
の

養
成
を
目

指
す
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
国

際
大
学
（
仮
称
）
」
の
創
設
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
国
連
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
海
外
か

ら
も
教
職
員
を
招
き
、
世
界
の
活
動
現

場
で
実
習
し
て
人
材
を
養
成
す
る
。

　
　
「
世
界
が
必
要
と
す
る
岡
山
」
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
「
世
界
の
人
材
が
集
ま

る
国
際
貢
献
大
学
に
し
た
い
」
と
、
県

に
協
力
を
求
め
て
お
り
、
「
整
備
す
る
」

と
い
う
石
井
知
事
の
公
約
に
期
待
を
か

け
て
い
る
。
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